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研究成果の概要（和文）：古代アフガニスタン由来の貨幣資料について、欧米所蔵の資料調査および最新の研究状況の
把握につとめ、イスラム化前夜から初期イスラム時代の同地域の歴史を、貨幣と文献資料に基づいて再構成することに
一定程度成功した。その成果は、邦文で執筆された二本の論文に示した。また国外の学会に積極的に参加し、多くの研
究報告を行った。また、2013年にはアフガニスタン、オーストリア、イタリアから8名の研究者を招聘し、国際共同研
究イベント Kyoto Afghan Week 2013を開催し、公開講演会、共同ワークショップ、博物館実習などを通じて国際共同
研究の新しい道を開いた。

研究成果の概要（英文）：The research project aimed at surveying relevant coins stored in European and 
American museums, as well as following up the latest research topics and trends in the numismatic studies 
of ancient Afghanistan. Through the two articles written in Japanese, it has been achieved to some extent 
to reconstruct the history of pre- and early Islamic period of the region. Also by reading papers at 
various conferences and symposia held abroad, the outcomes have been made public.
In autumn 2013, the joint research event entitled “Kyoto Afghan Week 2013” was held inviting eight 
researchers from Afghanistan, Austria, and Italy. Not only public lectures but the on-site workshops at 
museums have opened a new path toward the further international collaborative works.
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様	
 式	
 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	
 

１．研究開始当初の背景  
	
 現在のアフガニスタン地域はすでに三十年
余の混乱の中にあり、その行く末は未だ不透
明なままである。このような混乱の背景とし
て、当該地域の有する複雑な歴史と文化のあ
り方があることは夙に指摘されているが、18
世紀後半のアフガニスタン王国成立以前の時
代、特に古代〜中世史に関しては、その歴史
像が断片的にしか明らかにされていない。一
方で1990年代以降、アフガニスタンからは幾
つかの画期的な発見がもたらされた。クシャ
ーン朝の王統史にとって極めて重要な情報を
持 つ バ ク ト リ ア 語 ラ バ タ ク 碑 文 (N. 
Sims-Williams & J. Cribb, “A New Bactrian 
Inscription of Kanishka the Great. Silk Road Art 
and Archaeology 4, 1996)、アフガニスタン北部の
古代から中世の社会経済に関するはじめての
まとまった資料であるバクトリア語世俗文書
群  (N. Sims-Williams, Bactrian Documents from 
Northern Afghanistan I: Legal and Economic 
Documents. Oxford, 2000; Bactrian Documents from 
Northern Afghanistan II: Letters and Buddhist Texts. 
London, 2007)、あるいは2000年代に入ってカー
ブル近辺で新たに発見された幾つかの仏教寺
院 (Z.Paiman, Afghanistan: Nouveaux 
monuments bouddhiqes, Archéologia, 430, 2006)
などがそれであるが、この20年間の間に飛躍
的に事例数が増加した貨幣資料は、それらに
も増して重要な資料である。そもそもアフガ
ニスタンの歴史、特に古代から中世の歴史に
関わる貨幣資料は、古くからヨーロッパの蒐
集家達の手で少しずつ集められていたが、19
世紀前半、チャールズ・マッソンが八万枚と
も言われる大量のコレクションをアフガニス
タンからイギリスへ持ち帰ったことで一気に
注目を集めた  (H. H. Wilson, Ariana Antiqua, 
London, 1841; E. Errington, Ancient Afghanistan 
through the Eyes of Charles Masson (1800-1853), 
Institute for International Asian Studies Newsletter 27, 
2002)。しかしながら、前世紀半ばまではこれ
らの貨幣は主として蒐集家達の非公開のコレ
クションに属し、学術的研究材料として広く
用いられることはなかった。1960年代、ウィ
ーンの貨幣研究家ロベルト・ゲブルは1500点
以上におよぶ貨幣を詳細に分析検討し、貨幣
を主たる材料としてアフガニスタンの4世紀
から8世紀の歴史を再構成した記念碑的研究
を公刊した(R. Göbl, Dokumente zur Geschichte der 
Iranischen Hunnen, Wiesbaden, 1967)。その後、特
に1980年代以降、各地の博物館に散在する資
料や、個人蒐集家の所有貨幣を広く調査し、
科学的手続きをもって学術的研究対象とする
研究が現れ始める。この時期はまた1930年代
以降にフランス・アフガニスタン考古調査団
(DAFA) の調査によって発見された出土貨幣
資料の分析が進んだ時期にもあたり、公開さ
れる貨幣資料の点数も飛躍的に増大した。か
くしてアフガニスタンおよび周辺地域由来の
古代・中世貨幣研究は当該地域・時代の歴史
研究の主要な柱となるまでに至ったのである

(M. Alram, Alchon und Nezak: Zur Geschichte der 
iranischen Hunnen in Mittelasien, La Persia e 
l’Asie central da Alessandro al X secolo, Rome, 1996
参照)。現在ウィーン美術史美術館貨幣部門が
作成中のアフガニスタン由来の古代・中世貨
幣データベースはすでに2万を越える資料を
含み、その数はさらに増加中である。 
 ひるがえって我が国における当該分野の研
究はこれまでごくごく僅かしか行われてこ
なかった  (例外的なものとして、桑山正進
「6-8 世紀 Kapisi-Kabul-Zabul の貨幣と発行
者」『東方学報』京都 65冊,1993年； 津村眞
輝子他『新疆出土サーサーン式銀貨』シルク
ロード学研究センター, 2003年がある)。研究
対象となる貨幣そのものが我が国にはほと
んど存在しなかったこと、上記のような学術
研究としての貨幣学そのものが十分に育っ
ていないこと、などがその理由であると考え
られる。しかしながら、いくつかの博物館が
近年これらの貨幣を収蔵するようになって
きていることや、インターネットなどを通じ
て貨幣の画像が簡便に参照できるようにな
ってきたことを勘案するなら、今後我が国に
おいても、貨幣研究とその成果の歴史研究へ
の統合を精力的に進めなければならないこ
とは明らかである。 
	
 ただし、注意すべきはそのような資料の多
くは現在、正式の考古学的発掘を経たもので
はなく、オークション等に売りに出されると
いう形で存在が明らかになってきているこ
とである。このことはすなわち、それぞれの
貨幣の信頼できる出土状況情報が欠けてい
るということを意味し、結果としてそれらの
研究は様式論と分類学の手法を採らざるを
えない。そのような状況で研究を行うために
は信頼できる貨幣研究者との研究連携のも
と、これを歴史研究の材料として利用可能に
するという手続きが必要になる。申請者はこ
れまで、アフガニスタン地域の古代・中世史
の研究を進める中で、様々な形でヨーロッパ
の貨幣研究者、特に当該地域・時代の貨幣研
究の中心であるウィーン美術史美術館の研
究者と交流をもち、共同研究の成果を発表し
てきた(M. Alram, D. Klimburg-Salter, M. Inaba, 
& M. Pfisterer (eds.), Coins, Art and Chronology II: 
Indo-Iranian Borderland in the First Millennium CE, 
Vienna, 2010)。今回の研究においては、これ
ら海外の貨幣研究者とのこれまでの協力関
係を最大限に活用すべく、ウィーン美術史美
術館貨幣部門主任学芸員 Michael Alram博士、
同学芸員、Klaus Vondrovec 博士、Matthias 
Pfisterer 博士に海外研究協力者となることを
依頼した。 
	
 また、申請者のこれまでの研究は、主に文
献や出土資料に基づいて当該地域・時代の歴
史地理を解明する方向へと進められてきた
が（稲葉穣「アフガニスタンにおけるハラジ
ュの王国」『東方学報』京都 76冊, 2004；同
「8 世紀前半のカーブルと中央アジア」『東
洋史研究』69-1, 2010；同「泥孰攷」『東方学



報』京都 85冊, 2010などを参照）、今回の研
究においてその成果を貨幣研究と有機的に
統合することを目指した。 
 
２．研究の目的  
	
 本研究において具体的に目標とするのは、
ヨーロッパの各博物館や美術館（特にイギリ
ス、フランス、ドイツ、オーストリア）に所
蔵される貨幣の実地調査、および貨幣の展示
会カタログ、オークション・カタログ等から
の情報収集を行い、専門の貨幣学者との協働
のもと、西暦 5世紀から 11世紀に至る時期の
アフガニスタン東部・北部のできるだけ詳細
な歴史的地図を作成することである。上にも
述べたように、現在存在が知られている当該
時代の貨幣の多くは、美術史的様式論と貨幣
の質量分析による分類の視点から研究され
ているが、それらを具体的な歴史文脈の中に
位置付け、どの貨幣がいつの時代のどのよう
な人物によって発行されたのかという点を
文献資料その他と照合しつつ、一つ一つ明ら
かにし、ほとんど詳細な歴史がわかっていな
い、この地域のイスラーム時代前夜の状況を
視覚化することを目指す。また、可能であれ
ば一定量の数を持つタイプの貨幣について、
数量的分析を行い、そこから社会経済状況の
解明につながる糸口を得る。 
 
３．研究の方法  
	
 具体的研究方法としては、①ヨーロッパの
博物館・美術館・研究機関に所蔵されている
貨幣を調査する、②研究文献の収集と再調査、
③図像資料の蒐集の三つの柱を設定する。①
についてはウィーン美術史美術館コレクシ
ョンを中心に、大英博物館コレクション、メ
トロポリタン美術館コレクション、および可
能であればフランス、ドイツの貨幣コレクシ
ョンを実地調査し、それぞれの研究現場を把
握する。②については従来の貨幣研究文献を
蒐集調査し、とくにゲブルの研究（1960年代）
以降、どのような研究がどの領域において行
われ、新たにどんな貨幣が知られるようにな
ったかを把握することを目的とする。③につ
いては各美術館のカタログ等の他、それぞれ
の研究機関が作成しつつあるデータベース
の利用可能性の調査も行う。さらに最終的に
は以上の研究の総括として、国際シンポジウ
ムを開催し、貨幣資料を中心とする古代アフ
ガニスタン史研究の最前線を了解すること
を目指す。 
 
４．研究成果  
	
 研究成果としてはおおよそ以下の 3つに分
けて記述することができる。 
 
(1)美術館・博物館の調査 
	
 2012 年 11 月、オーストリア科学アカデミ
ーに招聘された機会を利用して、美術史美術
館の貨幣資料を調査し、同時に同館学芸員
Vondrovec 博士、Pfisterer 博士と研究打ち合

わせを行った。これらの成果は、６世紀以前
のアフガニスタン、北インドの貨幣に関する
両博士の近年の画期的研究の出版にも生か
されている（M. Pfisterer, Hunnen in Indien, 
Vienna, 2014; K. Vondrovec, Coinage of the Iranian 
Huns and their Successors from Bactria to Gandhara 
(4th to 8th century CE), Vienna, 2014）。 
	
 2013年 3月にはイギリス、セント・アンド
リュース大学で開催された学会（Eastern Iran 
and ）に参加した機会を利用し、ロンドンに
て大英博物館貨幣部門所蔵の貨幣コレクシ
ョンを調査し、同時に同部門学芸員の E. 
Errington 博士と研究打ち合わせを行った。
Errington 博士は Masson コレクションと通称
される、19世紀にアフガニスタンから将来さ
れた貨幣群の研究を長年続けてきたが、その
成果は大英博物館のウェブサイトにデータ
ベースとして掲載されることとなった。 
	
 2013 年 10 月にはニューヨーク、メトロポ
リタン美術館の南アジア、中央アジア関連資
料の調査を行い、同美術館学芸員 K. Behrendt
博士と、インド的図像資料の中央アジア伝播
と遊牧民の関連に関する研究討議を行った。 
	
 さらに古代アフガニスタンの歴史地理に
関連する調査として、2014 年 12 月には、明
代中国で作成された思しきペルシア語地理
書写本を求めて国立台湾大学図書館を訪れ
たが、70年前に所在が報告されていた同写本
が現在行方不明になっていることが明らか
となった。	
  
 
(2)研究文献資料の精査と画像資料の蒐集 
	
 この面においては、ウィーン美術史美術館
の Vondrovec博士による包括的研究（上掲）
が 2014 年に出版され、1960 年代以降に知ら
れるようになった貨幣のほぼ全てが網羅さ
れ、さらにそれらが研究史とともに詳細に分
析されるようになったことにより、参照が極
めて勘弁となった。私も同書に対して歴史地
図を提供し、あるいは歴史的経緯に関する記
述のアドヴァイスを行うなどして、一定の貢
献を行い得たと考える。自分自身の研究では
ないが、学会を大いに裨益する研究成果に関
与できたことは大きな収穫であった。 
 
(3)	
 国際共同研究 
	
 研究期間においては積極的に海外の学会、
シンポジウム、講演会などに参加し、研究成
果を発信するとともに、関連分野の研究者た
ちと情報交換を行うことができた。 
	
 まず 2012年 11月、オーストリア科学アカ
デミーの招聘を受け、シンポジウム 
Envisioning History—New Interpretative Modelsに
おいてこれまでのウィーン大学と京都大学
の共同研究の成果に関する報告を行った。 
	
 ついで 2013年 3月にはイギリス、セント・
アンドリュース大学で開催された国際学会 
Eastern Iran and Transoxiana 750-1150に招待され、
とくに初期イスラーム時代の貨幣を用いた
歴史地理的研究に関する報告を行った。 



	
 さらに 2013年 4月、アメリカ合衆国ノート
ル・ダム大学で開催された国際学会 
Civilizational Formation: The Carolingian and 
‘Abbasid Erasに招待され、初期イスラーム時代
のアフガニスタン史に関する報告を行った。 
	
 また 2013年 10月にニューヨークに調査に
赴いた折には、ニューヨーク大学古代学研究
所月例研究会に招かれ、前イスラーム時代の
アフガニスタンに関する短い報告をした。 
	
 国外の研究者を京都に招いての国際シン
ポジウムに関してはこれを研究期間の最終
年度に開催する予定であったが、招待予定者
の都合により、一年前倒しして 2013年 11月 
末に一週間にわたる共同研究イベント Kyoto 
Afghan Week 2013を開催した。前半三日間は
公開講演会とワークショップを行ったが、そ
の内容と参加者は以下の通りである。 
 
2013年 11月 26日 
公開講演会 

・	
 “Past activities and future plans of the 
National Museum of Afghanistan,” Omara 
Khan Masoudi（アフガニスタン国立博物
館館長） 

・	
 “Revivifying the past: Archaeological 
documentation and art historical 
reconstruction of pre-Islamic 
Afghanistan”, Anna Filigenzi（オーストリ
ア科学アカデミー） 
ワークショップ 

・	
 「アフガニスタンおよび隣接地域の考
古学」Nasrin Belali（アフガニスタン国
立博物館）、岩井俊平（龍谷大学龍谷ミ
ュージアム）、内記理（京都大学文化財
総合研究センター） 

 
2013年 11月 27日 
公開講演会 

・	
 “Mes Aynak and Tepe Narenj: A revised 
chronology for the region of 
Kapisa-Kabul”, Deborah Klimburg-Salter
（ウィーン大学芸術史研究所教授） 

・	
 “Genres of Chinese Buddhist translations 
as reflecting or not-reflecting historical 
developments in India” 船山徹（京都大
学人文科学研究所教授） 
 

2013年 11月 28日 
公開講演会 

・	
 “Coins and people across the Hindukush” 
Michael Alram （ウィーン美術史美術館
主任学芸員） 

・	
 “Kapisi-Kabul-Ghazni: Historical shifts of 
the regional center in pre-modern eastern 
Afghanistan” 稲葉穣（京都大学人文科学
研究所教授） 
ワークショップ 

・	
 「アフガニスタンおよび隣接地域の貨
幣・美術・歴史」Nikolaus Schindel（オ
ーストリア科学アカデミー研究員）, 影

山悦子（関西大学研究員）, Erika Forte
（北京大学研究員）, 稲葉穣 

 
このシンポジウムで報告された論文は一部、
京都大学人文科学研究所の紀要『東方学報』
に掲載され、また一部は『アジアの仏教美術』
（中央公論美術出版）に翻訳されて掲載され
ることになっている。さらに、講演会、ワー
クショップの他に奈良国立博物館、龍谷ミュ
ージアム、MIHOミュージアムにおいて博物
館見学と研修を実施した。 
	
 最後に 2014年 3月、オクスフォード大学東
洋学部准教授 L. Treadwell博士を招聘し、氏
が進めている初期イスラーム時代の貨幣研
究について、Dirhams for Slaves, Furs and 
Amber: Islamic trade with Europe and the 
northern lands in the 9th and 10th centuries（3月
18日、京都大学人文科学研究所）、Early Islamic 
kings: When, where and why did kings first 
appear in the early Islamic world?（3月 21日、
東京大学東洋文化研究所）で二度の公開講演
会を開催するとともに、今後の研究協力体制
について打ち合わせを行った。 
 
５．主な発表論文等  
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